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本日の出席率６６.６６％：会員数４４名・出席２７名・欠席１４名・出席規定免除会員（３）１名・ビジター０名

前々回の修正出席率１００％：出席３５名・メークアップ６名・出席規定免除会員（３）２名

　皆さんこんにちは。 過ごしやす

い快適な気候になっております。

今日の職場訪問例会では大島造

船所の見学ということで、 ここ、 オ

リーブベイホテルでの例会をさせ

ていただいております。 大島造船

所、 オリーブベイホテルの担当の

方には本当にお世話になっており

ます。 感謝申し上げます。 ごちそうさんです。 お世話いただき

ました職業奉仕委員会の崎元委員長はじめ委員会の皆様には

感謝申し上げます。 ありがとうございます。

　残りの行事も少なくなりました。 最後までロータリーを楽しみた

いと思います。 又、 会長挨拶もいよいよネタ切れの様相になっ

ております。今日はここにくるまで佐世保港を高速船「れぴーと２」

で参りました。 少しＰＭ２． ５の影響で霞んでいましたが、 ２３分

のクルージングで快適でした。 大島造船所の所を通るときに、

クレーンに明るい大島、 強い大島、 面白い大島と大きくスローガ

ンが書いてありました。 今日は、 面白い所を見学出来るのを楽

しみにしています。 コスモスの奥様方の今年度の打ち上げをこ

のオリーブベイホテルでの検討もされていると聞いております。

今日のような快適な日々に、 市内からのドライブを楽しみ、 この

オリーブベイホテルへ来られた方は、 身体の為にも良いのでは

ないかと思われます。 帰りも気を付けてお帰り下さい。

１．例会変更

　  佐世保東ロータリークラブ

　　　６月１２日 （火） １２：３０→６月１４日 （土） １８：３０～　

　　　ホテルオークラＪＲハウステンボス

　　　新旧委員交代式のため

　　　　　　　 　　　 　　 　  
２．来　　信      

   ・国際ロータリー日本事務局

　　   ①ロータリーの行動規範 （以前の職業宣言） について

会社概要

１． 創業　昭和４８年 （１９７３年） ２月

２． 資本金　　５６億円 （非上場）

　　  ダイゾー （旧大阪造船所） ６０ .９％

　　 住友商事　３４.１％　

　　　住友重機械　５.０％

３． 本社工場は長崎県西海市大島町に

置いています。

４． 最高代表取締役兼会長　南　尚

　　　代表取締役　　　　　　　　 南　浩史

５． 従業員　社員　約１,２５０名　協力会社　約１,６５０名

６． 大島造船所はバルクキャリア建造を得意とする造船専業

　　  メーカー受注残　１３０隻

　　  平成２５年度は年間３６隻を竣工 （平成２４年度も３６隻を完工）

committee

崎元英伸 職業奉仕委員長

職場訪問例会タイムスケジュール

　１２ ： ３０　例会開会

　１３ ： ００　大島造船所　企業説明 ・ ビデオ鑑賞

　１３ ： ３０　例会終了

　例会終了後　

　マイクロバス２台に乗車して、 大島造船所見学。

　その後、 大島焼酎工場見学。 焼酎工場を見学をされない

　方はホテルで下車下さい。 終了後各自解散とします。

　　　 ②７月半期報告のための会員データ更新期限について　　

３．伝達・通知　 

　 　 ・ 来週 (５/２９) は芥川圭一郎君、 濵田憲治君の新入会員

　　　 卓話です。 　    

      ・ 来来週 (6/5) は会長、 副会長の卓話。 １７時より新入会

　　　 員セミナー及び歓迎会を水月で開催致します。 　 



ＳＡＡ：平岩義明君

次回例会／５月２９日１２：３０～

次回献立／海鮮ちらし、肉うどん、小鉢
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　　　　 ロータリーの行動規範
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　 　

　 ロータリアンとして、 私は以下のように行動する。

　
１． 個人として、 また事業において、 高潔さと高い倫理

     基準をもって行動する。

２． 取引のすべてにおいて公正に努め、 相手とその職

     業に対して尊重の念をもって接する。

３． 自分の職業スキルを生かして、 若い人びとを導き、

     特別なニーズを抱える人びとを助け、 地域社会や

     世界中の人びとの生活の質を高める。

４． ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような

     言動は避ける。

５． 事業や職業における特典を、 ほかのロータリアンに

     求めない。

　　

　         

経営方針

１． 「地域と共に」 をモットーに、 長崎県の地場企業としてこ  

　　　の地で造船業を極めます。

２． 経営方針は 「大家族主義経営」 で、 社員 ・ 家族を、 地

　　 域を、 社会を大事にしています。

３． バルクキャリアに特化、 深化し更に高付加価値船にも取り

　　 組んでいます。

４． 超多数隻連続構造を推進。 生産性世界一を目指してい 

　　 ます。

５． 本業は 「造船」 ですが、 鉄構 ・ 農産事業などにも積極

　　　的に取り組んでいます。

６． 会社のスローガンは

      「明るい大島　強い大島　面白い大島」

　　  「特色有る世界造船所」

　　　「小さな世界企業」

工場設備

１． 工場面積　約７６万㎡ （２３万坪）　

　　　（福岡ヤフオク！ドーム約１１個分に相当）

　　　ドッグ　 ： 　５３５ｍ × ８０ｍ × １３ｍ

　　　ゴライアスクレーン　 ： 　　 ３５０ｔ × ２基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１,２００ｔ × １基

２． 特徴　　

　　 ①船型の大型化 ・ 船種の多様化に対応できる近代的レイ

　　　  アウト

　　 ②建屋間に余裕スペースを持った独立分散型工場

　　 ③１ドッグで４隻同時建造

　　 ④塗装工場　２１室による塗装品質の確保
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